
 

 

 

 

さあ、2学期のスタートです 

 ４２日間の夏休みが終わり、今日から２学期がスタートしました。 

例年より猛暑が続いた夏、皆さんはどのように過ごされましたか。行動制限のない夏、いろいろ

な思い出ができたことと思います。子どもたちから思い出を聞くことが楽しみです。 

高校野球の夏の甲子園では、慶應義塾高校が１０７年ぶりに優勝し、その応援のすごさが話題と

なりました。私たち教職員も、子どもたちの成長のために、様々な面から応援していきます。保護

者の皆様、地域の皆様にも、これまで同様、静和小の応援団として、ご支援、ご協力をどうぞよろ

しくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに「明るい」静和小に！ 

 静和小では、６月末から敷地内の照明器具のＬＥＤ化工事が行わ

れ、おかげさまで体育館の一部を除き、ほぼ工事が完了したところ 

です。栃木市では一番早い全照明ＬＥＤ化となります。 

各教室や廊下など、以前よりずっと明るくなった静和小で、子ども 

たちが充実した学校生活を送れることと思います。 

※工事完了までは、子どもたちの安全面に十分配慮します。 
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２学期始業式で子どもたちに話したこと（要約）を紹介します 

さあ、今日から２学期がスタートです。２学期は１年で最も長い学期です。全部で

７８日間です。勉強や運動、行事に全力で取り組みましょう。 

２学期に大切にしてほしいことを２つお話しします。 

１つ目は、「あきらめない」ということです。 

あきらめずに「最後まで頑張る」「最後までやり抜く」という気持ちです。勉強でも

運動でも、すぐにあきらめてしまっては、できるようになりません。何度も何度も挑

戦し続けることが大切です。自分の弱い心に負けず、自分のめあてにむかって、最後

まであきらめずにやり抜く！「あきらめない心」でがんばりましょう。 

２つ目は、相手を思いやる「優しさ」です。 

お互いに助け合いながら学校生活を送りましょう。誰かが困っていたら、「大丈

夫？」、さみしそうにしていたら「一緒に遊ぼう？」そんな声かけのできる人が増える

と嬉しいです。また、「人の嫌がることをしない、言わない」。このことも約束してく

ださい。自分がされたり、言われたりしても平気なことでも、他の人にはそうではな

いことがあります。 

校長先生は、皆さん一人一人が大切な存在です。お互いにあきらめず、優しい気持

ちで、２学期をがんばっていきましょう。 

 



“あったか栃木”いじめ防止子どもフォーラム 

８月９日（水）、栃木市内の小中学生代表による、「“あったか栃木”いじめ防止子どもフォーラム」

がリモートで開催され、本校からは、６年生の代表２名が参加しました。「いじめを生まないために、

私たちにできること」をテーマに、意見交換を行い、いじめ防止に向けた意識向上を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の主な予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９／ ７（木）       いじめゼロ集会 

９／ ８（金）       ＰＴＡ本部役員会 

９／１２（火）～１４（木） ５年 臨海自然教室（とちぎ海浜自然の家） 

９／２０（水）       授業参観・懇談会 

９／２７（水）２８（木）  ６年 修学旅行（横浜・鎌倉方面） 

１０／ ６（金）       学校運営協議会 

１０／１０（火）１１（水）  ４年 宿泊学習（太平少年自然の家） 

１０／１３（金）       １年 校外学習（みかも山） 

１０／２０（金）       ２年 校外学習（図書館） 

１０／２８（土）       運動会・学校運営協議会    ※10/30(月)振替休日 

１１／ ２（木）       ５年 校外学習（宇都宮方面） 

１１／１０（金）       ４年 校外学習（日光方面） 

１１／２５（土）       静和っ子デー・学校運営協議会 ※11/27(月)振替休日 

１１／２９（水）       校内持久走大会 

１２／２５（月）       ２学期終業式 

 

 ※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、変更等になる場合があります。 

  ご理解、ご協力をどうぞよろしくお願いします。 

 他の人の意見を聞き、自分の考えが広げることができてよかったです。例えば、「いじめに

ついて、もっとたくさんの人に広めるために、どんな教材を使ったらよいか」について、「動

画を使ったり語り手さんに来ていただいて話してもらったりする」という意見が出ました。私

が考えていないような意見だったので、とても勉強になりました。   （６の１代表児童） 

自分と違う意見の人が多く、いろいろなことを考えることができました。特にすごいと思っ

たのは、「自分で考えてから言葉を発する」「クラスの中で、いじめに対する考えを深めるため

に、動画を見てから話し合う」という意見です。いじめについて考える方法や、人を傷付けな

いためにはどうしたらよいか、たくさんの意見交換ができました。   （６の２代表児童） 

 

             

 

“あったか栃木”いじめ防止子ども宣言文 

○わたしたちの行動について…私たちは、信頼関係を大切にして、いじめで困っ

ている人がいたら、決して傍観者にならず、友達と助け合って改善しようと努

力します。 

○親へのお願い…お父さん、お母さん、私たちの小さな変化に気づいても私たち

を信じてそばにいてください。 

○先生方へのお願い…先生方、クラスの様子や私たちの変化に気を配り、信頼関

係を深めて、いつでも相談しやすい存在でいてください。 


